
 

 

 

 

 

 

 12 月に入り、北風が日に日に厳しくなってきました。インフルエンザが全国的に猛威を振るってい

て、本校も1年生・6年生の1クラスが学級閉鎖となりました。 

 学校でも手洗い、うがい、換気などの感染対策をしながら健康管理に努めていきたいと考えています。

ご家庭でも、十分な睡眠時間の確保、栄養バランスのとれた食事などに心がけていただき、体調管理を

していただき、子どもたちが元気に登校できるようにしていただきたいと考えています。 

 

 

 12月 4日（月）～10日（日）の期間、人権週間となっています。これは、昭和23年 12月 10日

に国連で「世界人権宣言」が採択されたことを受けて、日本では、この期間を人権週間と定められてい

ます。 

 2016年に差別解消3法が成立しました。「部落差別解消推進法」「障害者差別解消法」「ヘイトスピ

ーチ解消法」の 3 法です。「部落差別解消推進法」では、今なお部落に対する差別の現実があることが

第一条に明記されています。河原田地区でも、外国にルーツのある方に対する偏見、障害のある方への

歪んだ見方、ジェンダーに対する偏見など解消すべき課題はたくさんあります。 

 11月 7日、14日、21日、28日は河原田地区人権協が主催する地区懇談会が開催され、それぞれ

の地区に職員が参加し、地域の方と人権をテーマに協議する機会をもつことができました。当日はDVD

を見てそれぞれ思ったことや考えたことを小グループで話をしました。外国にルーツのある方の生活習

慣のちがい、障害のある方の生活の大変さなど話をしてみないとわからないことばかりだと思います。

インターネットでの書き込みや情報をうのみにすることで、偏見につながることもあります。「●●さ

んが言っていたから正しい」ではなく、自分で確かめ判断していくことが大切になってきます。メール

などでの文字だけでのトラブルも多く見られ、いじめに発展するケースも少なくありません。相手のこ

とを知ること、面と向かってふれあい、コミュニケーションをとることが人間関係を構築する上で大切

なことだと思います。 

 人権週間のポスターには「誰かのことではない」という標語が示されています。差別はされる側の問

題ではなく、差別する側の問題です。自分の心と向き合い、自分がどう行動するべきか考えていき、周

囲の人を思いやる行動が増えれば差別の解消につながっていくはずです。身の回りの問題に目を背けず

に解決できるように対話していくことで、住みよい河原田地区になっていくことを願っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 四日市市立河原田小学校 

学校通信  

令和５年１２月 ５日（火） 

文責 校長 鳥居 純樹 

人権週間 

修学旅行で訪れた銀閣寺の庭園は、室町時代に「河原者」

という被差別の身分の人たちが作ったものです。身分が低

くても、庭師などの優れた技術をもち、将軍に重用され、

東山文化の発展に貢献しました。身分や肩書ではなく、「人

として何をなすか、どう生きるか」ということが、人とし

て大切だと思います。 



 

 

 11 月 28 日（火）に 3 年生が、30日（木）には、5年生が社会見学に出かけました。3年生は、

水沢地区の茶業振興センターとポートビルに、5年生は日永の AGF 工場と鈴鹿の本田技研の工場見学

に出かけました。 

 3 年生にとっては、社会見学は初めての経験でしたが、社会科で学んだことを確かめる機会となりま

した。また四日市市の特徴として茶農業の様子を知ること、四日市港での貿易の様子を知ることにより、

四日市市の産業を知る機会となりました。5年生にとっても、工場の中を見せていただくことで、そこ

で働く人の思いを知ることができ、製品ができるまでの工程について理解することにつながりました。 

 見学地の方には、仕事の手を止めていただき、子どもたちのために対応していただいたことを感謝し

ています。 

 保護者の皆さまには、子どもたちのために、お弁当を準備

していただき、ありがとうございました。子どもたちからお

土産話をしっかり聞いていただき、学習したことをご家庭で

も聞いていただければ幸いです。 

 

 

 

 

10 月から子どもたちのタブレットに四日市市立図書館の機能が加わり、子どもたちもタブレットか

ら電子図書館の本を読んだり借りたりできるようになりました。 

図書館まつりで図書室の本を借りて読むように呼び掛けていま

すが、タブレットを毎日持ち帰っていますので、読み放題の本から

興味のある本を見つけて読んでみてください。読書の形も私たちの

時代とは違って進化しています。 

読書を通して子どもたちの知識を広めるとともに作者や筆者の

思いを考えながら読むことができるようになってほしいと思いま

す。あと1か月ほどで冬休みを迎えます。すき間の時間に、タブレ

ットで読書をするなど活用してみてはいかがでしょうか？ 

 

  

昨日付で配付した学校教育活動についてのアンケートへのご協力よろしくお願いします。保護者や子

どもたちの思いを把握しながら今後の教育活動について改善できることを検討していきたいと考えて

います。15日（金）が〆切と短い期間での取り組みとなりますが、ご協力よろしくお願いします。 

 

社会見学 

電子図書館について 

左から3年社会見学（茶業振興センター、ポートビルの様子）右5年AGF工場見学 

学校アンケートご協力お願いします 


